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Summary We studied the relationship between an incidence of trauma such as a bone fracture and an 
extemal wound and factors including lifestyle， physique， physical ability and nutrition in school age children 
The subjects were 52 children (30 boys and 22girls) enrolled in the sixth grade at an elementary schoollocated 
in Osaka city. To survey the lifestyle and nutrition， the subjects were requested to complete the questionnaire 
conslst巴dof daytime activities， sleep habit， sports history， medical history and food intake. The physique was 
determined with the measurements of body weight and height， sitting height and subcutaneous fat thickness 
Additionally， the physical ability was ass巴ssedwith postural sway and whole body reaction time as well as 
50四metersprint and softball throw. 
Discriminate analysis between the group with trauma and the other without trauma showed that the time spent 
in school and playing sports， body height， and Rohr巴rindex promoted the incidence of trauma while the body 
weight and length changes last 6-month suppressed it. In contrast， the physical ability had litle impact on the 
incidence oftrauma. (accepted. Dec. 25， 2008) 
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はじめに
近年，児童の身体は大型化していて，昭和25年 (1950
年)の 13歳男子を100とする増加率は平成 12年 (2000
年)で身長 112%，体重 143%.座高 110%.下肢長 115%
1，2)で，その後増加率は鈍化しているもののこの傾向は続
いている。一方，学校保健統計 2)によると，児童 (11歳
男子)の運動能力は昭和 60年 (1985年)を 100とする
増加率は平成 17年 (2005年)で 50メ トー ル走は 1.1%.
立ち幅跳びは7.6%(9歳男子).ソフ トボール投げは9.1%
減少し，今なお低い状態にある。このように身体の大型
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化と運動能力の低下の中で， 学校管理下での児童の傷害
発生件数は平成3年を基準にすると平成 13年には 1.3倍
に増加している 3)。
ところで，近代化による生活の変化は，発育促進現象
(思春期発育が過去に比べて早く現れるようになる現
象)4)として最大発青年齢(人が一年間に最も大きく成
長する年齢)や初経発来年齢の若年齢化を惹起すること
が明らかにされている 5，6)。また，最近の運動能力につい
ての研究によると，筋肉ト レーニングは子どもにおいて
も有効であるとの報告もあり 7，8) また敏捷性， 平衡感覚
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なども，幼児期の成長とともに発達すること等が判って
いるが， 一般的には筋肉トレーニング効果が顕在化する
のはタンパク質問化ホルモンが盛んに分泌される思春期
以後であるとされている。これらのことを考え併せると，
近代化に伴い児童期に身体は大型化する一方，身体形成
期間の短縮が起きている。このため骨の強度や筋肉の成
育または神経と筋肉の機能発達のバランスなどが体格に
見合って十分に備わらず，様々な動作に対応できない状
態にあると推測され，こうした状況が傷害件数の増加要
因となっていると考えられる。
そこで本研究では，体位の大型化や生活様式が傷害発
生とどう関わっているかを検証するため，予備調査とし
て児童の生活活動，食物摂取頻度，身体計測J， 全身反応
時間，重心動揺距離と面積，過去のスポーツ経験や傷害
経験等について調査した。過去の傷害発生が現在の生活
活動等と直接関連しているとは言えないが，今後の研究
の端緒となるもので，研究の概要を探る上で必要なス
テップであると考えているので，今回の調査結果から得
られた 2，3の知見を報告する。
対象と方法
単位面積軌跡長(l/cm2):単位面積中での軌跡の移動距
離，総軌跡長 (cm):重心が移動した軌跡の全長を測定
した。皮下脂肪厚は，皮下脂肪計(栄研，皮下脂肪計)
を用いて測定した。
統計解析には，測定値を対数変換した値を用いた。
過去の傷害経験に関連する要因を明らかにするため
に，判別分析を行ない，その影響度をみた。傷害経験(骨
折，けが)を目的変数にして，説明変数として， 1)生
活時間については，起床時刻，朝食時刻，夕食時刻，就
寝時変IJ，睡眠時間，学校滞在時間，自由時間を， 2)生
活のスタイルについては，自由時間中のスポーツや文化
活動時間，テレビ，ゲーム，携帯音楽の消費時間，習慣
的に実施したことのあるスポーツの種類，それらの開始
年齢と実施期聞を， 3)栄養摂取状況については，タン
パク質，脂肪，炭水化物，灰分，カルシウム，ナトリウ
ム，カリウム， リン，食物繊維総量，食塩のそれぞれの
摂取量色 4)体位については，身長，体重，座高，ロー
レル指数，皮脂厚を，運動能力については， 50m走，ボー
ル投げを， 5)身体機能については，全身反応時間と重
心動揺距離と面積の各項目を取り上げた。
対象は，大阪市内の某小学校 6年生男子 32名，女子 調査結果
22名の計 54名で， 全員 12歳であ った。調査は関係者(学 生活状況調査および実測調査は，対象者 54名の内，欠
校関係者，児童保護者と児童)に説明会を開示趣旨， 席男子2名を除く 52名について実施した。
方法，結果の還元等について説明し，調査の了解を得た。
調査方法は，アンケート票を用いて，生活活動時刻と
時間，生活スタイル(スポーツ活動や文化活動の種類と
時間，遊びの種類と時間)，過去の運動経験や傷害経験，
過去の病気やけがの種類と時期，食物摂取頻度を調査し
た。ま た別に実測調査により身体計測(身長，体重)，敏
捷性の指標である全身反応時間，神経感覚機能の指標で
ある重心動揺距離と面積，皮下脂肪厚の測定を行った。
アンケー 卜調査は，著者らが作成した生活調査票を用
いた。食物摂取頻度調査票は食物摂取頻度票(建吊社:
食物摂取頻度調査ソフトFFQgVer. 2に添付されている
もの)を用い，調査者が児童に質問票に沿って説明と質
問をしながら児童が直接調査票に記入する方法で実施し
た。栄養摂取量は，記載された食物摂取頻度から食物摂
取頻度調査ソフトを使用し算出推計した。全身反応時間
は，全身反応計(竹井産業， T.K.K.5408)を用いて，光
りを認識して直立したマッ卜を離れるまでの時聞を測定
した。重心動揺距離と面積は重心動揺計(アニマ社，
GS-7)を用いて，開眼と閉眼における重心の移動を外周
面積 .重心軌跡外周で固まれた面積 (cm2)，単位時間軌
跡長 (cmlsec):単位時間当たりに移動した軌跡の長さ，
1 アンケー卜調査結果
1 )骨折やけが，やけどなどの傷害経験
傷害発生状況については，その経験が記憶に残ってい
るものを経験した年齢とともに尋ねた結果，骨折 10名，
けが4名，やけどが2名挙げられた(表 1)。その他に風
邪，アレルギ、一，頭痛等の各種疾患があった。同一者が
2度の骨折を経験していたが，集計・解析上は骨折 l名
として扱った。骨折，けが，やけどと重なった経験者は
いなかった。
表 1 男女別骨折、けが、やけどの経験者数
傷害の 男子 女子 男女計
種類 (人) (%) (人) (%) (人) (%) 
骨折 6 20 4 18.2 10 19.2 
けが 2 6.6 2 9.1 4 7.7 
やけど 3.3 4.5 2 3.8 
その他 21 70 15 68.1 36 69.2 
I 
l人あたりのスポーツ活動時聞は，男子 36.8分/週，
女子 5.6分/週であった。スポーツの内容は，柔道，野
球，サッカー，水泳， 空手，卓球，テニス，ボーイスカ
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2 )生活時刻と時間
生活の平均的な時刻を図 1に示した。起床時刻では平
均起床時刻は 7:01で， 7:00~7:30 の聞に 82%が起床し，
ウト，バスケットボール等であった。学内学外を合わせ
たl人あたりの文化活動時間は，男子25.8分/週，女子
23.2分/週であった。文化活動の内容は，塾，英語・英
会話， ピアノ，習字，ソロパン等であった。
4 )過去のスポーツ経験
12歳までに日常的に実施していたスポーツ活動の継
続年数を表 2に示した。 5年以上のスポーツ経験者は約
40%であった。スポーツ種目では，水泳が多く(男子
26.7%，女子45.5%)，開始年齢は， 3歳 15.3%，4歳 15.3%，
5 歳 9.6%，その他の年齢では 2~4%であった。
5 )平日と休日の過ごし方
平日と休日一人で過ごす時の項目とその活動に消費
する時聞を表3に示した。 l日l人当たり平均消費時聞
は，総消費時聞を消費した人数で除して求めた。平日と
一人で過ごす時の状況は，男子の場合テ レビ 115.9分，
ゲーム 75.3分，音楽 ・携帯46.7分であり，女子の場合テ
レビ 89.3分，ゲーム 46.1分，音楽・携帯 65.4分であっ
た。休日では，男子の場合テレビ 121.0分，ゲーム 121.8
分，音楽 ・携帯 190分であり，女子の場合テレビ 128.8
分，ゲーム 76.1分，音楽 ・携帯87.1分であった。
6 )食物摂取頻度調査結果
食物摂取頻度調査結果の平均値，最大値・最小値を，
J2~14 歳の日本の児童栄養摂取量 9)とともに表 4 に示し
た。脂質は男女とも多く，炭水化物と食物繊維総量は男
女ともに少なかった。調査対象者の栄養等摂取状況は，
男女ともに，全国の栄養摂取量等とほぼ同水準であった。
朝食後 8 ・00~8:30 に登校し， 15:00に授業は終了してい
た。その後，学内で活動するものと，帰宅後または学校
から直接活動場所に移動し学外で活動するものとに分か
れていたが， 17:00までには全児童が帰宅していた。夕
食の平均時刻は男子 19:39，女子 19:06で， 18:30~20:00 
に 69%のものが夕食をとっていた。平均就寝時刻は
21:57であった。就寝時刻別の割合を見ると， 22:00まで
1 )体位測定 ・体脂肪測定と運動能力測定(小学校独自
調査)結果
調査日(平成 19年 3月)における体位及び皮脂厚の測
定結果(身長 2，体重2，座高 2)と調査対象校が平成 18
年9月*1に測定した体位及び運動能力測定結果(身長 1，
体重 1，座高 1)を表 5に示した。体位，運動能力とも
に全国と比べて同水準であった。また同ノト学校が前年度
に調査した運動能力調査の結果を大阪府，全国の平均値
実測調査2 
は 7.6%で， 22 ・ 00~23:00 までは 45.3% で， 23:00~24:00 
図 1
登校してから下校するまでを学校滞在時間と呼ぶこ
とにした。学校滞在時間は平均値男子8時間2分，女子
8時間 10分であった。分布をみると 7時間以下のもの
はいなし、。 7.5~8.0 時間の者は，男子 46.7%，女子 18.2%
で， 8~8.5 時間の者は，男子 40.0%，女子 59.1%であっ
た。また，学校での勉強の終了時刻から就寝までの時聞
を自由時間と呼ぶことにした。この中には学校内のクラ
ブ活動時間，学校から帰って行われる様々な活動時間，
夕食の時聞を含めた。したがって，学校滞在時間と自由
時間は重なっている時間もある。平均自由時間は，男子
6時間45分，女子6時間23分であった。
3) 自由時間における活動
自由時間における活動は，
分けて活動時聞を求めた。
20 
夕
食
・4・y ! 
学校滞在時間 j自由時間，
16:01 19:39 
児童の平均的な生活パターン
スポーツ活動と文化活動に
24 22 
??
? ?
までは 42.2%で， 23:00以後は1.9%であ った。
18 16 14 12 10 8 
時間
6 
男女別過去のスポーッ経験年数別人数表2
7年~5年~3年~2年~1年~なし経験年数
男子人数(%)
女子人数(%)
4(13.3) 9(30) 5(16.7) 5(16.7) 1(3.3) 6(20) 
6(27.3) 
J. Osaka Aoyama University， 2008. vol.l 
10(19.2) 
2( 9.1) 
11(21勾
4(18.2) 
9(17.3) 
2( 9.1) 
7(13.5) 
2(9.1) 
3(5.8) 
6(20.7) 
12(23.1) (%) 男女計
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表 3-1 男女別平日の過ごし方項目別人数
おしゃ宿題 ~ ，- その他
/" V) 
男子人数(%) 20(69.9) 17(58.6) 6(20.7) 10(34.5) 6(20.7) 0 1(3の 1(3.4) 0 
平均
(分)
時間
ゲーム テレビ
? ??
? 勉強 音楽 携帯
75.3 115.9 36.7 60.5 46.7 30 20 
女子人数(%) 9(40.9) 14(63.6) 9(40.9) 7(31.8) 13(59.1) 1(4.5) 0 0 
平均
(分) 46.1 89.3 62.2 42.1 65.4 60.0 30.0 
時間
平均時間:男女別の各項目別従事時間 (分)をその項目従事者数で除したもの(実施者 l人当たりの従事時間数(分)
表 3-2 男女別休日の過ごし方項目別人数と人数
ゲーム テレビ 三R宮Jじ呈巨三主事 勉強 音楽 野球 昼寝
おしゃ
マンガ
べり
男
人数(%) 17(58.6) 15(51り 11(37.9) 7(24.1) 2(6.9) 2(6.9) 3(10.3) 2(6.9) 2(6.9) 
ーー ーー ーー ーー ーー ーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー ・ー
子 平均時間* 121.8 121.0 54.5 82.9 190.0 490.0 106.7 12.5 45.0 
(分)
女
人数(%) 10(45.5) 12(54.5) 6(27.3) 5(22.7) 7(31.8) 。 1(4.5) 。 。
・ー------------------ ・ー--------------- ・ー---------------・・・・・・・----------・・・・・・・---------・・・・・・・----------・・・・・・・-------- ・ー--------------- ・ー---------------・・・・・・・---------
子 平均時間* 76.0 128.8 53.3 76.0 87.1 300.0 
(分)
平均時間*.男女別の各項目別従事時間(分)をその項目従事者数で除したもの(実施者 l人当たりの従事時間数 (分)
表 4 日本人の栄養素等隈取量(平成 17年 12-14歳)と調査時 (12歳児)の栄養等摂取量
エ不ル たんぱ
脂質
炭水
リン
カリ カノレシ 食物繊
食塩
ギー く質
(g) 
化物
(mg) 
ウム ウム 維総量
(g) 
(kcal) (g) (g) (mg) (mg) (g) 
全国平均値男子*1 2373 85.1 74.1 332.1 1255 2626 753 15.8 10.7 
最大値 3521 120.8 151.7 421.3 1793 3976 1322 22.1 16.4 
男子 最小値 1482 48.7 43.7 197.3 764 1732 432 8.0 5.2 
平均値 2277 83.2 88.9 278.8 1310 2849 822 13.9 10.4 
全国平均値女子*1 2054 76.7 65.6 283.0 1155 2505 702 15.3 10.0 
最大値 2972 103.7 101.1 397.8 1467 3273 986 17.5 15.5 
女子 最小値 1595 56.2 55.3 196.9 868 1960 495 10.1 7.0 
平均値 2065 73.4 75.2 267.1 1126 2543 684 13.5 10.3 
* 1 日本人の栄養素等摂取量(平成 17年 12-14歳)
表5 男女別体位 ・皮脂厚 ・運動能力
H19年 3月調査結果 H18年 9月調査結果*1
身長2 体重 2 座高2 皮脂厚l 皮脂厚2 身長 l 体重 l 座高 l 50m走
ボール
(cm) (kg) (cm) *2(mm) *3(mm) (cm) (kg) (cm) (sec) 
投げ
(m) 
男 最小 107.8 33.4 72.4 6.0 5.0 133.1 28.9 71.7 8 10.0 
子 最大 168.1 68.8 88.9 20.7 19.2 159.5 66.5 84.7 10.3 43.0 
n=30 平均 150.2 43.8 81.2 l卜4 9.0 145.2 39.1 77.3 9.0 26.2 
女 最小 140.9 30.3 74.7 6.7 5.3 133.8 25.9 71.1 8.5 7.0 
子 最大 162.4 81.2 88.3 39.3 49.7 160.2 70.6 85.1 10.5 29.0 
n=22 平均 151.6 44.1 81.9 13.6 14.0 146.5 39.5 78.5 9.3 15.9 
* 1 調査校提供資料による(平成 18年 9月実施)、 *2:上腕背面、 *3:背部肩月甲骨下 (*2ム測定値は3回測
定平均値)
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とともに表 6に示した。 50m走，立ち幅跳び，握力，上
体起こし，ソフトボール投げ等の調査の測定値は，大阪
府や全国の同年代の児童と比べて同程度であった。
2 )全身反応時間の測定と重心動揺距離と面積の測定値
結果
男女別全身反応時間の測定と重心動揺距離と面積の測
定結果と磯川らの文献値(全身反応時間:サンプル数男
子74，女子5iO)，および瀧津らの文献値:重心動揺距離
と面積(サンプル数男子20女子201)) を表 7に示した。
この調査で得られた平均値が文献の平均値±標準偏差
の範囲を超えて大きかったのは，男女の開眼単位軌跡長
で，一方，小さかったのは，男女の閉眼総軌跡長であっ
た。その他の項目では範囲内であった。
3.傷害発生に関連する要因の検索
傷害発生に関連する要因を探るために 1)生活時
間，2)生活スタイル， 3)栄養摂取量，4)体位・
運動能力， 5)全身反応と重心動揺の各領域別に多
変量解析を行った。
多変量解析(半Ij別予測 ・要因分析)によって回帰
式(切片，各要因の係数)，説明変数選択基準，影
響度 (t値)，危険率 (p値)等が得られる。説明変数
選択基準が最大となる説明変数の組み合わせによ
る回帰式を最適な回帰式(半Ij別予測式)とする。こ
の最適な回帰式から目的変数が 0.5より大きし、か小
さし、かによって骨折条件の判定予測が出来る。ま
た，各要因が判別予測式の目的変数(傷害発生数)
に与える影響の強さを影響度 (t値)という。ある要
因の影響度 (t値)の絶対値が大きいほど判別予測式
に取り入れ可能であることを意味し，この調査では
正数の場合は傷害発生を高める要因(障害発生促進
因子)であること。また負数の場合は反対に傷害発
生を抑える要因(障害発生抑制因子)であることを
表わす。以下の文中では正数で表わされる因子につ
いては促進的，負数で表わされる因子については抑
制的と表現する。また，有意検定ではカイ 2乗検定，
F検定を行なった。
表6 調査対象児童 (5年生)と全国 ・大阪の同学年児童の運動能力の比較 *1 
5年男子
50m走 立ち幅跳び 握力 上体起こし ソフトボール投げ
(sec) (cm) (Kg) (回) (m) 
調査小学校 9.2 156.5 19.4 19.20 24.3 
大阪市 9.6 149.6 16.8 18.97 25.4 
咽 ..町田町田.~.. 帽開..・阿4・"・"・"・"・"・"・・ 阿阿阿.M.... 咽"咽"咽"咽"咽 問.阿.阿'阿.. ・
SD 1.9 22 3.9 6.24 17.6 
全国 9.4 153.5 17.5 18.65 25.2 
...・"・同4・"・・"・"・"・・ 咽町田'M'. ・・山田町田町田町山町山町田副 阿e阿e阿阿争開'阿.. 
SD 0.8 19.3 3.9 5.72 7.9 
* 1 調査対象児童が5年生(平成 17年9月)時点の調査結果
表7 男女別全身反応時間値と重心動揺距離と面積値の測定結果と他文献値
全身反 開眼外 閉眼外
開眼単 閉眼単 開眼単 開眼単
開眼総 開眼総
応時間 周面積 周面積
位軌跡 位軌跡 位面積 位面積
軌跡長 軌跡長
(msec.) (cm2) (cm2) 
長 長 軌跡長 軌跡長
(cm) (cm) 
(cm/sec) (cm/sec) (l/cm) (l/cm) 
男子平均値 360 3.57 3.66 1.81 2.22 18.13 20.71 55.11 65.58 
SD 70 2.01 1.70 0.47 0.67 6.85 7.62 13.97 20.71 
Max 580 9.59 7.67 3.09 4.06 39.00 47.40 92.81 121.80 
Mio 270 0.92 0.91 1.13 1.31 8.00 9.90 34.04 36.67 
文献平均値 364 3.2 4.50 1.0 1.5 21.4 21.5 65.6 90.2 
SD *1 39.8 1.0 2.0 0.1 0.4 6.4 5.4 11.3 24.2 
女子平均値 410 3.14 3.40 1.58 1.92 19.71 19.66 45.47 57.96 
SD 100 2.10 2.02 0.43 0.62 9.52 6.12 13.25 18.21 
Max 610 8.92 9.94 2.47 3.59 46.00 31.50 74.21 107.71 
Mio 250 0.74 1.34 0.82 1.08 8.00 10.50 24.50 32.45 
文献平均値 371 4.0 5.3 1.0 1.5 19.4 20.5 63.7 91.8 
SD *1 42.0 2.0 2.9 0.2 0.4 9.8 9.5 14.6 9.1 
* 1:文献平均値とSDのn数は全身反応:男子0=74女子0=57(磯}Iら101)，重心動揺:男子0=20女子0=20(瀧淳ら 11)
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1 )生活時間と傷害経験の影響度 (t:0.15)， リン(t:0.05)，食物繊維(t:0.88)が促進効果
生活時間の傷害経験への影響度の結果を図 2に示し を示したが，いずれも有意な関連ではなかった。
た。学校滞在時間(t:2.09)が有意に (pく0.05)影響し，傷
害経験に促進的に働いていた。一方，就寝時刻と睡眠時
聞が抑制的に働いていたが，有意な影響度ではなかった。
-2 O 2 3 
t値(影響度)
-0.5 O 0.5 
t値(影響度)
図4 栄養素の傷害経験及ぼす影響度
4 )体位と運動能力と傷害経験の影響度
図2生活時間の傷害経験に及ぼす影響度 図5に体位・運動の傷害経験への影響度を示した。促
進的項目として身長 2(t:1.86)， ローレル指数(t:1.86) 
2 )生活スタイルと傷害経験の影響度 に影響する傾向があり，抑制的に働く項目として体重 2
生活スタイルの結果は，図 3に示した。スポーツ活動 (t:ー1.82)，身長差(t:ー 1.75)に影響する傾向があった。
時間(t:1.73)が影響を及ぼす傾向があり，促進的に働い 運動能力では 50m走が抑制的であったが，有意な影響で
ていた。ゲーム ・テレビ ・音楽消費時間とスポーツ開始 はなった。
年齢は抑制的に影響していたが，有意差を認めるほどで
はなかった。
0.5 o 0.5 1.5 2 
tf直(影響度)
図3生活スタイルの傷害経験に及ぼす影響度
-3 -2 ー1 0 
t値(影響度)
図5体位・運動の傷害経験への影響度
5 )全身反応時間と重心動揺距離と面積および傷害経験
の影響度
全身反応と重心動揺距離と面積の影響度結果を図6に
3)栄養素等摂取と傷害経験の影響度 示した。全身反応時間(t:0.35)は，有意な影響が見られ
図4に栄養摂取量と傷害経験の影響度を示した。栄養 なかった。重心動揺距離と面積では，閉眼単位時間軌跡
素等の摂取量との関係では，カリウム(t:-0.78)，カルシ 長(t:0.53)が促進的に，閉眼総軌跡長(t:-0.98)，開眼単
ウム(t:-0.34)，炭水化物(t:-0.60)，ナトリウム(t:-0.04) 位面積軌跡長(t:-0.60)，開眼外周面積(t:-0.67)が抑制
が抑制的に，たんぱく質(t:0.11)，脂質(t:0.49)，灰分 的あったが，いずれも有意ではなった。
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本調査結果から，傷害経験者は骨折 19.2%，けが 7.7%，
やけど 3.8%であった。これは，患者調査の概要(厚生労
働省)や日本スポーツ振興センターによる災害共済制度
の給付件数からの推計値41.2%(骨折，けが，打ち身，
脱臼，やけどなどを含む)に近い数値であり，調査対象
校が特異的に高率という結果ではなかった。
生活時間では，就寝時刻が近年次第に遅くなり，こど
もの夜ふかし化は進行していることが指摘されている。
東京都教育センターによると， 1979年では 22時までに
就寝する者の割合は 54%であったが， 2002年には 34.1
に減少，また 22~24 時の者は 44.1%から 59.1%に増加し
ていた 12)。また，学校保健統計調査(平成8年度)によ
ると，就寝時聞が 24時以降の小学6年生は 11.8%であっ
た。今回の調査では，22 時~23 時までに就寝する者は
5 1.7% ， 23 時~24 時の者は 42.2% ， 24 時以降の者は1.9%
であったことから，夜更かしの傾向は大阪でも起きてい
ると考えられる。
生活スタイルでは，平日のテレビ，ビデオ， DVDの視
聴時間は， 3時間以上の児童が 32.2%(学校保健統計平
成 18年度:小学校4，5， 6年生)で，そのような時聞が
生活時間の中で大きな割合を占めている。本調査でも，
テレビ・ゲーム・携帯音楽に 3時間以上消費した者の割
合は 26.9%で，スポーツ活動等の他の消費時聞を奪って
いる。
また，体位・運動能力の結果から，表6で示したよう
に体位の水準，運動能力の水準は大阪市や全国と比べて
差異がないと考えられる。
生活時間，生活スタイル，体位・運動能力，身体機能
の各細目について，傷害経験の「ありJ，Iなし」につい
て判別分析を行った。生活時間では学校滞在時聞が強い
影響度を示した。学校滞在時間の長いものは活動的で傷
害発生リスクを高めている可能性がある。しかし，学校
内の活動内容にもよるので活動内容との関係で検討する
必要がある。また，睡眠時間には個人差がすくなかった。
また睡眠時間と傷害経験の「ありJIなし」では有意差が
なかったが，影響度が抑制的であることは睡眠と健康の
関係からも妥当と思われる。就寝時刻が抑制的であるこ
との説明については高橋等の“大阪府下小学校児童(1069
名)の就床時刻とメディア接触との関連"13)によると 21
~22 時に就床するものは 3.5 時間， 22~23 時の者は 4.0
時間， 23~24 時の者は 4.5 時間， 24時以後の者6.5時間
との報告がある。このことから就床時間の遅い者はメ
ディアとの接触が多く，スポーツ活動等の他の傷害発生
の機会が抑制されることから傷害経験者が減少すると考
えられる。
生活スタイルではスポーツ活動時間(t:1.73)が促進的
となった。スポーッ活動が傷害発生率を高めるとすれば，
スポーツ活動時間は発生機会が増えるので促進的になる
であろうし，スポーツ開始年齢が遅い程スポーツ経験年
数は短くなるためと理解できる。ゲーム・テレビ・音楽
消費時間の長い者はこの時聞がスポーツ活動時聞に取っ
て変わるものとして抑制的に働いていると考えられる。
各栄養素は傷害経験に有意に影響するものはなかっ
た。これは，現在の栄養摂取状況から，過去の傷害経験
(骨折，けが)について説明するには無理があるのであ
ろう。しかし「やけど」を加えた場合，カルシウム，ナ
トリウムなどの摂取量と有意差がみられる ことから，調
査数が増えれば，影響が明確化することも考えられる。
体位・運動能力については，身長 2，ローレル指数が
促進的に，体重 2，身長差が抑制的に影響している傾向
があった。身長と身長差，ローレル指数と体重とは反対
の影響度であったが，このことは発育年齢と傷害発生年
齢の関係を示唆している可能性があり，今後注意深く調
査検討したし、。運動能力では，走力が速い程抑制的であっ
たが，運動種目の違いによりその運動能力の高さが傷害
発生率を高めたり低めたりしている可能性がある。
本測定による身体機能では，有意な影響を見いだせな
かったが，促進的項目には全身反応時間と重心動揺距離
と面積の開眼単位時間軌跡長，抑制項目には閉眼総軌跡
長，開眼単位面積軌跡長，開眼外周面積などが挙け、られ
た。全身反応時間では素早い反応をするものでは傷害経
験が少ない傾向があり，重心動揺距離と面積では，単位
時間軌跡長が長い者，すなわち，重心移動速度の速い者
が促進的にいるようであった。総軌跡長の大きい者(重
心移動の移動距離が長い者)，単位面積軌跡長の大きい者
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(揺れ幅は少ないが細かく動いている者)外周面積が大
きい者(揺れの大きい者)は抑制的であった。
これらの調査の結果が直ちに傷害発生要因に結び、つい
ているとは言えないが，スポーツ活動時間， 50m走，身
長，身長差， ローレル指数，全身反応時間，重心動揺距
離と面積等に特徴的な傾向が示されたことは，今後の分
析手法の一つの手がかりとして期待を抱かせるものと考
えている。調査対象者の年齢層と数を高め，さらに調査
+食言すしてゆきたい。
まとめ
大阪市の小学校で，児童の傷害(骨折と外傷)の発生
と，生活習慣，体格，運動能力および栄養摂取量の関係
を調査し，傷害経験ありなしに影響する要因を判別分析
で解析した。その結果，生活時間では学校滞在時聞が促
進的項目であった。生活スタイルではスポーツ活動時間
が促進的であった。また栄養素の影響は見られなかった。
体位 ・運動能力については，身長，ローレル指数が促進
的項目に，抑制項目には体重，身長差が挙げられた。し
かし，運動能力の傷害発生頻度への影響は見られなかっ
た。本測定の身体機能の影響も少なかった。
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